
　日本ジュエリー協会（JJA）
の会長でもある長堀慶太社長
が、7月17日に行った自社の
「2025 NAGAHORIブランド
合同展示会」（プレス展）の時
間を使い、ブライダルビジネス
の新たな取り組みについてプ
レゼンテーションを行った。
　プレゼンテーションでは、
JJAが取り組むブライダルビジ
ネスについて言及。既に業界と
して7月1日にJJAより発表され
た、ダイヤモンドエンゲージリン
グの新しいキャッチコピー「カ
タチにしたっていいじゃない、
愛だって。」をPRワイヤーを使
い、世間一般にも発信したこと
を報告。その後、1970年代～
90年代には「給料の3カ月分」
によって1980年代後半の取
得率は80％を超え、バブル崩
壊後も70％以上をキープしていたが、
2000年以降に減少。JJAとして調査し
た近年の取得率は43～45％で、平均
単価は25万円という結果を報告。非購

買者からは少なからず「やはり欲し
かった」や「マリッジの後にエンゲージ
を買った」という話も聞かれた。宝飾業
界としては消費者への啓蒙活動を新
たに取り組み、業界全体を盛り上げて
いく意見が多かったことから、キャッチ
コピーの公募を
行ったとの理由
を説明した。さ
らに「多くの女
性にとって初め
て手にする本格

的なジュエリーは、おそらくエン
ゲージリングと推測でき、業界
全体の中長期的な発展に向け
たジュエリーファン層の形成の
ためには、エンゲージリングが
重要なマイファーストジュエ
リーになり得ると考え、キャッチ
コピーによる啓蒙活動に至っ
た」と加えた。
　公募したキャッチコピーの応
募総数は、2,983件。業界内外
の関心の高さが窺えた。選考で
はZ世代の意見を入れ、厳選に
審査した。選ばれた大鳥雄介さ
んは31歳のZ世代。このコピー
には「愛ってカタチのないもの
だけど、カタチにすることに意味
がある。愛ってちっぽけなもの
かもしれないけど、カタチにして
相手に伝えると、なんだかとて
も温かくてかけがいのないもの

に思えてくる。その愛をカタチにして相
手にきちんと伝える、その気持ちがダイ
ヤモンドのエンゲージリングを贈ること
そのものだと考えました。つまりちっぽ
けに見える愛だって、エンゲージリング
というカタチにして伝えたら、二人に
とって大きくかけがえのないものじゃな
いか」という、想いが込められていた。
　また選考理由の一つには、結納、派
手な披露宴から地味婚へと移り変わ
り、「コト消費」へと変化。これからは代
替消費やコト消費に回っていたものを
再びダイヤモンドに回帰する「モノ消
費」も訴求することができるだろうとい
う考えも重視した。
　今後の予定としては、8月1日～3日
のTOKYO JEWELRY FESにて一般
消費者へ、8月27日～29日のJAPAN 
JEWELRY FAIR TOKYOで業界内
へ広く周知される。

　世界最大級のジュエリーショー「9
月香港ジュエリー&ジェムワールド
（JGW）」が、9月15日～21日まで開催
され、6つの専門的なB2Bソーシング
の体験を提供する。
　15日～19日までは、空港から近いア
ジアワールドエキスポ（AWE）が会場と
なり、素材を中心に「宝石」（Hall：3，
6，8，10）、「ダイヤモンド&ファインジェ
ム」（Hal l：5，7，9，11）、「パール」
（Hall:1，2）と主に3つにカテゴライズ
されている。
　17日～21日までは、香港島にある金
融街や海に近い香港コンベンション&
エキシビションセンター（HKCEC）が
会場で、「ジュエリー」を中心に、パッ
ケージ、ツール&機器、関連技術の3つ
をクローズアップ。その他、Interna-
tional（Hall:3&5）、Fine Design（グ
ランドホール）など、あらゆるものが一
堂に集まっている。

同時開催：ファッションジュエリー

　さらに、ファッションジュエリーとアク

セサリー業界の秋の祭典として
知られる「SEASONS |A u -
tumn Fashion Jewellery & -
Accessories Fair」が同時開催
され、17日～21日まで、HKCEC
のHall：5BCで、「MODE by SE-
ASONS |Autumn powered -
by Fashion by Informa」や、
「Tomorrow Aisle」といった特

別なショーケースが展示される。
　Tomorrow Aisleは、Pro-Act Train-
ing and Development Centre（ジュ
エリー部門）とYouth College of -
Hong Kong、そしてSEASONSに初参
加となる台湾ジュエリー協会の支援を
受けている。厳選されたこれらのセク
ションでは、出展者の最新コレクション
や次世代デザイナーによる作品をチェッ
クでき、2026年春夏以降のトレンドに
関する貴重な洞察も行える。

可能性を切り開くのは様々な機会

　Informa Markets Jewelleryの担当
ディレクター、セリーヌ・ラウ氏は「JGW
は、他では得られない体験を提供しま
す。ショーフロアの洞察や没入型の展示
から、ハイプロファイルなネットワーキン
グの機会、そして真にグローバルな集ま
りまで、私たちはジュエリーと宝石の世
界の可能性を示す忘れられない瞬間を
創り出します」と説明。「市場の逆風に直
面している時、確立された関係の価値は
計り知れないものになります」と、ラウ氏

は付け加えた。
さらに、「この
ソーシングイベ
ントは、イノベー
ション、インサイ
ト、そして機会

が交差するプラットフォームを提供する
という点で、まさに絶好のタイミングで開
催されます。こうした対面での交流は、
パートナーシップを強化し、リアルタイム
の市場情報を提供し、今日の複雑なビ
ジネス環境においてバイヤーが情報に
基づいた意思決定を行うのに役立つさ
まざまなリソースとなります」と述べた。
　この言葉からは、世界の変化が感じ
られる。また、世界最大級の展示会に
おいても、昨年と同じ内容では要望に
応えられるものではなく、常に世界から
集まる来場者や出展社の要望を集め、
一歩先行く提案を行っているように感
じる。日本からも多くの企業が出展する
が、出展社であっても、会場を練り歩
き、世界のジュエリー産業が何を求め
ているか、また日本のジュエリーがどの
位置にいるかを確認したい。

◇JGWの見どころ◇
ゴールドジュエリーパビリオン
　中国、香港、インドネシア、マレーシア
から40社以上が集まる、「ゴールドジュ
エリーパビリオン」は、ゴールドジュエ
リー製造における革新的なトレンドや技
術革新を発見できる最高の場となる。特
に注目すべきは、JGW初登場となるワー
ルドゴールドカウンシル（WGC）パビリ
オン。このセクション以外にも、ゴールド
ジュエリーの出展者が会場全体に配置
されており、バイヤーが貴重な展示を見
ることができる機会を提供している。

Sublime Shine：ジュエリーアートに
おける金属イノベーション
　Informaのジュエリー＆ジェムナ
レッジコミュニティが主催するこの特別
展「Sublime Shine」（HKCECブース 
3M260）は、ファインジュエリー製造に

使用される金、プラチナ、銀、その他の
金属に焦点を当てている。WGCとプラ
チナギルドインターナショナル（PGI）の
2つの業界パートナーが支援している。
金価格の高騰を受け、Sublime Shine
の立ち上げはまさに時宜。多様な金属
の用途に焦点を当て、最先端技術に
よってジュエリーメーカーがコスト効率
の高い生産方法を模索し、競争力のあ
る市場ポジショニングを維持する方法
を紹介する。

ジュエリーワールドアワード
　JWAサステナビリティアワード2025
＆パネルシリーズでは、環境管理、社
会的責任、そして優れたガバナンスを
推進する企業を表彰する。特筆すべき
は、業界全体からサステナビリティの先
駆者を招いたパネルディスカッションと
併せて開催される表彰式。

マイルストーンイベント
　 J GWは、香港で初開催となる
A S E A N 宝 石 宝 飾 品貿易協 会
（AGJA）カンファレンスなど、業界の重
要なイベントを主催している。このイベ
ントは、今年設立60周年を迎える香港
宝飾品翡翠製造業者協会（HKJJA）
と、ASEANのジュエリーコミュニティに
よって設立された業界団体である
AGJAという、アジアで最も影響力のあ
る2つの業界団体の協力関係を象徴す
るもの。日本としてもこの様な団体と関
係を構築することが望ましい。

シグネチャーパビリオン
　毎年1週間、JGWは世界中のジュエ
リー業界を香港に集結させる。

AWE
　AWEは、ルースダイヤモンド、カラー
ストーン、真珠、その他の貴重な素材を
展示する活気あふれるマーケットプレ
イス。ファインジェムパビリオン（FGP）
は、高級ブランド、デザイナー、富裕層
コレクターなど、目の肥えたバイヤーを
魅了する。

注目は最先端技術による効率性高い生産方法や
ゴールドジュエリー製法
香港で世界最大のジュエリーショー
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　グローバル化がはじまった。不思議だが、同じものを海外から取り寄せた方が安かったりする。
国内では社会貢献していなければ選ばれなくなる。拘り続けなければ評価されないが、拘れば今
よりも何十倍も評価してくれる人が世界にはいる。日本の文化を評価してくれるのは海外の人。チ
ャンスは国内にもあふれている。

暑中お見舞い申し上げます。
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